
平成26年度  
「スマートフォン等の使用に関する実態調査」 

調査結果 

平成27年1月 
三重県教育委員会 

1 



調査概要 
１ 調査目的 
    平成２６年度「スマートフォンの危険から子どもを守る事業」を進めるに 
   あたり、三重県内における児童生徒のスマートフォン等の使用に関する実態 
  ・意識等を把握する。 
 

◆ この調査では、「ケータイ」は携帯電話やスマートフォンのことをいう。 

２ 調査対象 
    調査① ２９市町各１公立小学校：４年生～６年生 各２クラス 
    調査②  ２９市町各１公立中学校：１年生～３年生 各２クラス 
   調査③  県立高等学校１０校：１年生～３年生 各２クラス  
     ※ 基準：１学年各２クラス（４０人×２クラス）で調査を行う。 
         但し、児童生徒数は対象学年（２クラス）の合計が８０名に満たな 
      くても構わない。  

 ３ 調査期間 
           平成２６年１０月２０日（月）～１１月１４日（金） 

４ 備考 
          アンケート有効回答数（率）   全体        １１，７１６人（９９．３％） 
                 ＜内訳＞ 小学生       ４，３５４人    
                        中学生       ５，０９３人 
                        高校生       ２，２６９人   
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１ ケータイの所持状況 

自分専用ケータイの所持率 小学生３９．９％ 中学生６０．９％ 高校生９９．１％ 

全体の所持率 ６０．５％ 
すべての校種において女子の方が所持率が高い 

60.5% 

39.9% 

34.7% 

45.2% 

60.9% 

55.2% 

66.8% 

99.1% 

98.4% 

99.7% 

39.5% 

60.1% 

65.3% 

54.8% 

39.1% 

44.8% 

33.2% 

0.9% 

1.6% 

0.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数 

小学生（計） 

男子 

女子 

中学生（計） 

男子 

女子 

高校生（計） 

男子 

女子 

ケータイの所持状況（性、校種別） 

持っている 持っていない 
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２ 家で持っている機器 

所持率が全校種とも高いのは、ゲーム機 

ゲーム機を所持しているのは、小学生８９．０％、中学生７６．５％、高校生 
６３．２％ 

22.1% 

30.6% 

89.0% 

18.9% 
23.3% 

0.8% 

26.6% 

4.3% 

49.9% 

17.2% 

76.5% 

27.0% 

47.7% 

0.6% 

45.1% 

3.1% 

95.5% 

10.0% 

63.2% 

12.1% 

57.9% 

0.6% 

53.5% 

0.3% 
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

スマートフォン 携帯電話 ゲーム機 タブレット 音楽プレーヤー ＰＨＳ パソコン 持っていない 

持っている機器 

小学生（計） 中学生（計） 高校生（計） 

(複数回答可) (校種別) 
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３ インターネット接続機器 

スマートフォン、パソコンだけではない、インターネットの接続 

「インターネットを利用する時に使用する機器等」について、スマートフォン、パソ
コン以外で多いのは、「ゲーム機」で小学生４５．８％、中学生２２．９％、高校生 
１０．４％ 

29.7% 

5.8% 

45.8% 

20.0% 

6.2% 

40.3% 

14.5% 

0.8% 

51.4% 

3.9% 

22.9% 22.7% 

12.1% 

46.3% 

5.4% 0.1% 

93.1% 

2.3% 

10.4% 8.2% 7.7% 

44.1% 

1.0% 0.0% 
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

スマートフォン 携帯電話 ゲーム機 タブレット 音楽プレーヤー パソコン 利用していない その他 

インターネットを利用する時に使用する機器等(校種別） 

小学生（計） 中学生（計） 高校生（計） 

(複数回答可) 
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４ 自分専用のケータイを持ち始めた時期 

ケータイを持ち始めるのが一番多いのは、中学校1年生 

ケータイを持ち始めるのが多い小学校３年生、中学校１年生、高校１年生 

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

小学校入学前 小学校1年生 小学校2年生 小学校3年生 小学校4年生 小学校5年生 小学校6年生 中学校1年生 中学校2年生 中学校3年生 高校1年生 高校2年生 

自分専用のケータイを持ち始めた時期（学年別推移） 

小学校４年生 小学校５年生 小学校６年生 中学校１年生 中学校２年生 

中学校３年生 高校１年生 高校２年生 高校３年生 

小４ 

高３ 

高２ 

高１ 

中３ 

中２ 

中１ 

小６ 
小５ 
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５ ケータイでのフィルタリング利用状況 

児童生徒の４１．２％は、フィルタリングを利用 

フィルタリングの利用状況は、小学生２７．２％、中学生４６．５％、高校生 
４４．３％。なお、小学生の６０．３％は「わからない」と回答 

41.2% 

19.6% 

39.2% 

27.2% 

12.5% 

60.3% 

46.5% 

14.2% 

39.3% 

44.3% 

32.3% 

23.4% 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

かけている かけていない わからない 

フィルタリングの利用状況(校種別) 

総数 小学生 中学生 高校生 
母数：校種ごとのケータイの所持者数 
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６ ケータイでの利用状況 

高校生で利用が多いのは、「LINE等」「Facebook、Twitter等」で、特に「LINE等」に
ついては８６．８％が利用 

「 LINE等」の利用は、中学生７６．１％、高校生８６．８％で最も多い 
小学生については、「メール」の利用が５３．８％と最も多い 

53.8% 

10.8% 

2.6% 

25.0% 

1.8% 

33.0% 

4.1% 

13.8% 

3.5% 

27.6% 

28.0% 

39.2% 

20.2% 

3.5% 

36.1% 

4.6% 

60.2% 

28.2% 

33.0% 

7.9% 

76.1% 

5.7% 

25.3% 

26.3% 

5.0% 

37.6% 

5.3% 

56.6% 

56.5% 

34.9% 

18.4% 

86.8% 

2.7% 
0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

メール 

ホームページ 

電子掲示板 

オンラインゲーム 

ブログ 

動画サイト 

Facebook、Twitter等 

音楽等のダウンロード 

ショッピングやオークション 

LINE（ﾗｲﾝ）等 

その他 

ケータイでの利用状況（校種別) 

小学生（計） 中学生（計） 高校生（計） 

(複数回答可) 

母数：校種ごとのケータイの所持者数 
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７ ケータイの平均的な利用時間 

校種が上がるにつれて利用時間が増加 

１日３時間以上利用する割合は、小学生７．８％、中学生２７．７％、高校生 
４９．５％ 

48.4% 

27.9% 

16.0% 

7.8% 

10.3% 

20.4% 

41.6% 

27.7% 

2.3% 

10.6% 

37.6% 

49.5% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

１０分未満 

１０分以上１時間未満 

１時間以上３時間未満 

３時間以上 

学校がある日のケータイの平均的な利用時間（校種別） 

小学生 中学生 高校生 

母数：校種ごとのケータイの所持者数 
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８ 「メール」、「Facebook、Twitter等」、「LINE等」の利用時間 

校種が上がるごとに、利用時間が増加 

１日３時間以上、「メール」、「Facebook、Twitter等」、「LINE等」の利用している割
合が、小学生３．９％、中学生１５．９％、高校生２８．３％ 

56.0% 

30.5% 

9.6% 

3.9% 

16.2% 

35.9% 

32.0% 

15.9% 

7.0% 

28.3% 

36.3% 

28.3% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

１０分未満 

１０分以上１時間未満 

１時間以上３時間未満 

３時間以上 

メール、Facebook、Twitter、LINE等の利用時間（校種別） 

小学生 中学生 高校生 

母数： 校種ごとの「メール」、「Facebook、Twitter等」、「LINE等」の利用者数 
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９ 「メール」、「Facebook、Twitter等」、「LINE等」の利用時間帯 

利用時間帯で最も多いのは、小学生「帰宅後すぐから午後５時まで」、中学生
「午後７時から午後９時」、高校生「午後９時から午後１１時」 

午後１１時以降の利用は、小学生２．１％、中学生５．１％、高校生７．４％ 

2.8% 

0.5% 

8.4% 

29.5% 

24.5% 

27.6% 

4.4% 

1.4% 

0.7% 

2.3% 

0.3% 

0.6% 

4.0% 

15.4% 

45.7% 

26.5% 

4.1% 

1.0% 

2.8% 

7.5% 

7.4% 

2.1% 

4.9% 

31.3% 

36.5% 

6.3% 

1.1% 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

登校する前 

学校にいるとき 

放課後から帰宅まで 

（帰宅後）午後5時まで 

午後5時から午後7時 

午後7時から午後9時 

午後9時から午後11時 

午後11時から午前1時 

午前1時以降 

メール、Facebook、Twitter、LINE等の利用時間帯(校種別) 

小学生 中学生 高校生 

母数： 校種ごとの「メール」、「Facebook、Twitter等」、「LINE等」の利用者数 
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１０ 「メール」、「Facebook、Twitter等」、「LINE等」の利用相手 

校種が上がるにつれて、つながりが広がる 

利用相手について最も多いのは、小学生は「家族・親戚」で６５．０％、中高生は
「学校の友だち」で中学生８０．７％、高校生６９．８％ 

65.0% 

25.7% 

4.6% 

0.1% 

0.1% 

0.8% 

3.6% 

8.3% 

80.7% 

5.5% 

0.4% 

0.1% 

2.8% 

2.2% 

5.1% 

69.8% 

17.5% 

0.2% 

0.1% 

4.5% 

2.9% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

家族親戚 

学校の友だち 

学校以外の友だち 

学校の先生 

塾の先生等 

インターネットで知り合った人 

その他 

メール、Facebook、Twitter、LINE等の利用相手（校種別） 

小学生 中学生 高校生 

母数： 校種ごとの「メール」、「Facebook、Twitter等」、「LINE等」の利用者数 
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１１ ケータイの使い方のルール 

約半数の小中学生の家庭で使い方のルールを作成 

ケータイの使い方に関する家庭でのルールが作成されていないのは、小学生 
３１．６％、中学生３９．２％、高校生６４．７％ 

46.7% 

31.6% 

21.8% 

44.4% 

39.2% 

16.4% 

23.4% 

64.7% 

11.9% 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

ある ない わからない 

ケータイの使い方に関する家庭でのルール(校種別） 

小学生（計） 中学生（計） 高校生（計） 

母数：校種ごとのケータイの所持者数 
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１２ ケータイの使い方に関する家庭でのルールの内容 

家庭内のルールで多いのは、「利用する時間」「利用料金」 

ケータイの使い方に関する家庭でのルールについて最も多いのは、小中学校で
は、「利用する時間」で小学生が４２．１％、中学生が５１．３％。高校生は、「利用
料金」で４７．８％ 

(複数回答可) 

36.7% 

42.1% 

13.6% 
10.3% 

16.9% 

9.3% 

13.4% 

32.6% 

51.3% 

14.8% 

7.4% 

19.7% 

5.3% 6.5% 

47.8% 

23.8% 

10.6% 

4.0% 

15.0% 

6.5% 5.6% 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

利用料金 利用する時間 利用する場所 SNSの禁止 

相手の制限 

アプリの制限 

内容の決定 

わからない その他 

ケータイの使い方に関する家庭でのルールの内容(校種別) 

小学生（計） 中学生（計） 高校生（計） 母数：校種ごとの家庭でルールがある者の数 
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１３ インターネットの危険性について学ぶ機会 

インターネットの危険性について学ぶ機会で多いのは、「先生から」や「親（保護者）
から」 

インターネットの危険性について学ぶ機会が最も多いのは、小学生は「親(保護
者）から」で４８．６％。中高生は「先生から」で中学生７４．８％、高校生８１．６％ 

42.5% 

48.6% 

2.7% 

4.0% 

28.1% 

5.7% 

19.3% 

1.8% 

74.8% 

37.8% 

5.2% 

6.2% 

24.2% 

8.6% 

7.4% 

6.3% 

81.6% 

23.3% 

8.1% 

7.3% 

23.8% 

12.2% 

4.5% 

3.7% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

先生から 

親（保護者）から 

販売店の店員から 

友だちから 

テレビやパンフレットなどから 

インターネットから 

特に教えてもらったり学んだりしたことはない 

その他 

インターネットの危険性について(校種別) 

小学生（計） 中学生（計） 高校生（計） 

(複数回答可) 
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4.9% 

4.1% 

3.6% 

8.6% 

8.7% 

60.6% 

2.1% 

23.8% 

19.9% 

10.4% 

16.7% 

12.5% 

42.5% 

1.6% 

24.6% 

20.2% 

8.5% 

14.9% 

12.9% 

43.9% 

2.5% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

勉強に集中できない 

他のことをする時間が減る 

友だちの関係が気になる 

被害にあわないか心配 

利用料金が心配 

困っていない 

その他 

ケータイを使っていて困っていること(校種別) 

小学生（計） 中学生（計） 高校生（計） 

１４ ケータイを使っていて困ること 

中高生で何らかの困り感を抱く生徒は、約６割 

中高生が困っていることで最も多いのは、「勉強に集中できない」で中学生 
２３．８％、高校生２４．６％ 

(複数回答可) 

母数：校種ごとのケータイの所持者数 
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１５ 困ったときの相談相手 

「相談しない」児童生徒は、小学生６．２％、中学生８．１％、高校生８．９％ 

全校種とも、相談相手として最も多いのは、「保護者・家族」 

(複数回答可) 

73.0% 

4.3% 

16.8% 

1.1% 

2.4% 

1.7% 

0.7% 

6.2% 

2.7% 

69.0% 

6.3% 

46.9% 

2.9% 

1.7% 

0.8% 

1.4% 

8.1% 

2.0% 

62.7% 

4.3% 

53.9% 

2.4% 

2.0% 

0.7% 

0.4% 

8.9% 

2.6% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

保護者・家族 

学校の先生 

学校の友だち 

ケータイで知り合った友だち 

警察 

相談窓口 

塾の先生等 

相談しない 

その他 

困った時の相談相手(校種別) 

小学生 中学生 高校生 母数：校種ごとのケータイの所持者数 
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１６ ケータイを利用するときの気持ち 

様々なことを感じながら、ケータイを利用している児童生徒 

(複数回答可) 
27.0% 

23.8% 

1.5% 

3.3% 

18.5% 

37.8% 

21.0% 

4.8% 

5.9% 

50.9% 

38.0% 

35.4% 

4.5% 

6.9% 

57.3% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

メッセージの返信が気になる 

ケータイを忘れると不安になる 

悪口や嫌がらせの書き込みをされていやになる 

食事中や入浴中でもケータイを手放なせなくなる 

暇（ひま）なときは、メッセージやインターネットがしたくなる 

ケータイを利用するときの気持ち（校種別） 

小学生 中学生 高校生 

母数：校種ごとのケータイの所持者数 
18 



全校種で比較的多かった回答は、「メッセージの返信が気になる」、「暇（ひま）な
ときは、メッセージやインターネットがしたくなる」、「連絡するのに非常に便利だと
思う」、「調べ物等がすぐに出来る」 

(複数回答可) 

28.1% 

59.8% 

10.8% 

29.0% 

30.4% 

15.3% 

80.3% 

26.1% 

60.7% 

42.0% 

5.6% 

85.8% 

23.1% 

71.4% 

39.8% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

 ルールを決めているので安心して使える 

連絡するのに非常に便利だと思う 

友だちがたくさん出来る 

調べ物等がすぐに出来る 

ゲーム等をするのが楽しい 

小学生 中学生 高校生 母数：校種ごとのケータイの所持者数 
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１７ 利用時間と自己肯定感の関係 

長時間利用している児童生徒は、自己肯定感が低い傾向 

「３時間以上」ケータイを利用している児童生徒の中で、良いところが「ない」と回
答している割合が、小学生４８．５％、中学生４９．７％、高校生４２．０％である 

(クロス集計) 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１時間未満 

１時間以上３時間未満 

３時間以上 

１時間未満 

１時間以上３時間未満 

３時間以上 

１時間未満 

１時間以上３時間未満 

３時間以上 

「あなたは、『自分によいところがある』と思うことがありますか」と 
「あなたは、学校がある日に一日どれくらいケータイを利用していますか」のクロス集計 

ある ない 

６６．３％ 

５１．５％ 
５８．６％ 

６９．９％ 

６４．３％ 

６１．２％ 

５０．３％ 

５８．０％ 

６２．９％ 

３３．７％ 
４１．４％ 

４８．５％ 

３５．７％ 

３８．８％ 

４９．７％ 

３０．１％ 
３７．１％ 

４２．０％ 

小学生（計） 

中学生（計） 

高校生（計） 
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※＜＞は根拠となる調査番号 ◆◆調査から見えてくること◆◆ 

ケータイだけじゃない！ 
   ゲーム機や音楽プレーヤーからもインターネットへ！！ 

○ ゲーム機や音楽プレーヤーの所持率が高い ＜２、３＞ 

○ 小学校段階からケータイを持ち始める傾向 ＜４＞ 

○ 約半数がフィルタリングを利用 ＜５＞ 

【学校】 ・小学校の頃から発達段階に応じた注意喚起 
       （ゲーム機等を含むインターネット接続の危険性等に 
       ついて ） 
       ・発達段階に応じた学習 
       （ケータイ利用上のリスクやモラルついて ） 
       ・「教員用指導資料」（三重県教育委員会作成）等を活 
       用した授業 
【家庭】 ・家庭での話し合い 
                     （フィルタリングの利用、持たせる時期、ケータイ利用 
       上のマナー等） 
 
 

○ インターネットの危険性について学ぶ機会で多いのは、学校 
   （先生）や家庭（保護者）から  ＜１３＞ 
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多くの児童生徒がケータイの利便性を感じながら利用！ 
   しかし、一方で何らかの困り感を抱く中高生は約６割！！ 
 

【学校】 ・児童生徒が主体的に考える取組や児童会・生徒会活動 
      （ケータイの適切な利用についてのルールづくり等） 
【家庭】 ・ケータイの使い方のルールづくり 等 

○ 校種が上がるにつれて、ケータイの利用時間が増加 ＜７＞ 

○ 困り感があるのにやめられない実態 ＜１４、１６＞ 

効果的な学びの場所は、学校や家庭！ 
         ケータイを持ってからも、持つ前も！！ 

【学校】 ・普段からの相談できる環境づくり 
【家庭】 ・普段からの相談できる家族関係づくり 

○ 困った時に相談する相手のほとんどが保護者、友だち  ＜１５＞ 
○ 困った時に「相談しない」児童生徒が、１割弱 ＜１５＞ 

○ 中高生の利用が多いのはLINEや動画サイト等、小学生はメールの利用＜６、８、９＞ 

○ 校種が上がるにつれて、交信相手が広がる傾向  ＜１０＞ 
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◆家庭での話し合い 
 （フィルタリングや持たせる時期等） 
◆ルールづくり（使い方等） 
◆啓発講座等への参加 
 （インターネット接続の危険性等） 
◆子どものネット利用の見守り 
     （ペアレンタルコントロール） 
                

家  庭 学  校 

● インターネット接続やフィルタリングの利用について、小学校段階から、発達段階に応じた取組が必要 
● ケータイを様々な目的で活用。適切に利用するためのルールやマナーを学ぶことが大切 
● 学年が上がるにつれて、交信相手に広がりがうかがえるため、インターネットの危険性等について学ぶことが必要 
● 困り感があるのにやめられない実態。ケータイの適切な利用方法等について児童生徒が主体的に考える取組が必要 
 

三重県教育委員会 
生徒指導課 スマートフォン等の使用に関する実態調査結果より 

【問題提起】 

 
～期待する姿～ 
◇当事者である小中高生の気づきと行動 
◇情報モラルについて、小中高生から発信 
◇基本的生活習慣の見直し 
◇次世代の保護者の育成 

【主な実態】 〇 自分専用のケータイの所持率 小39.9％ 中60.9％ 高99.1％ 
〇 スマートフォン以外でインターネット接続する機器で多いのは「ゲーム機」 小45.8％ 中22.9％ 高10.4％ 
〇 ケータイを持ち始めるのが多い時期  小学校３年生 中学校１年生 高校１年生 
○ 児童生徒の41.2％がフィルタリングを利用 
〇 ケータイの利用で多いのは、中高生は「LINE等」 中76.1％ 高86.8％ 小学生は「メール」の利用53.8％ 
〇 １日３時間以上の利用  小7.8％ 中27.7％ 高49.5％ 
〇 交信相手で最も多いのは、小学生は「家族・親戚」 中高生は「学校の友だち」 
〇 危険性について学ぶ機会が多いのは、小学生は「親（保護者）から」 中高生は「先生から」 
○ 中高生で何らかの困り感を抱く生徒は、約６割 
○ 困った時に相談する相手のほとんどが「保護者・家族」、「友だち」 

【今後の取組事例】 

連 携 

◆ケータイの使い方や危険性など 
  の話し合い（学活、ＬＨＲ等） 
◆ルールづくり（児童会、生徒会等） 
◆「教員用指導資料」を活用した授業 
◆ネット検定（小中学校） 
◆リスク・モラル教育 
◆ネット啓発講座（保護者啓発）の活用 
◆出前講座の活用 
  （三重県警察本部、総務省等） 
                
                 
 三重県教育委員会 

◆児童生徒が主体的に取り組む機会の設定◆啓発チラシ等の作成 
◆ネット検定（小中学校） ◆ネット啓発リーダーによるネット啓発講座（保護者への啓発） 
◆解決困難な事案へのネット対策チームによる支援 ◆委託業者による検索・削除・相談 
◆教員研修（教員の指導力向上）※「教員用指導資料」を活用した講座の実施       

（主な取組） 

※小学生、中学生、高校生は、小、中、高と表記 
※ここでいう「ケータイ」とは、携帯電話やスマートフォンのこと 
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